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平
成
二
十
四
年
度
年
史
企
画
展

「
燦
た
る
理
想
を
め
ざ
し
て
―
大
学
昇
格
九
十
周
年
記
念
展
―
」の
記
録

年
史
編
纂
室

　

明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
す
で
に
本
学
は
「
関
西
大
学
」
の
名

称
を
使
っ
て
い
た
が
、
実
態
は
専
門
学
校
令
に
よ
る
学
校
で
あ
り
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
大
学
令
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ

の
法
律
に
準
拠
し
て
大
学
に
昇
格
す
る
こ
と
が
本
学
関
係
者
の
悲

願
と
な
っ
た
。

　

そ
の
た
め
に
大
阪
財
界
の
巨
頭
で
あ
る
山
岡
順
太
郎
を
総
理
事

と
し
て
迎
え
、
積
極
的
な
募
金
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
校

地
の
確
保
や
学
舎
の
建
築
、
教
員
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
整
備
な
ど

を
行
い
、
よ
う
や
く
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
五
日
に
念

願
の
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
。
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
は
、

こ
の
と
き
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
九
十
年
と
な
る
た
め
、
そ
れ
を

記
念
し
た
年
史
企
画
展
「
燦
た
る
理
想
を
め
ざ
し
て
―
大
学
昇

格
九
十
周
年
記
念
展
―
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一　

壁
面
解
説
パ
ネ
ル

　

企
画
展
示
室
に
は
、
現
物
資
料
を
展
示
す
る
た
め
の
大
型
ケ
ー

ス
一
基
と
、
写
真
パ
ネ
ル
用
の
展
示
台
二
基
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
壁
面
を
利
用
し
て
数
点
の
解
説
パ
ネ
ル
が
掲
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
順
路
に
従
い
、
最
初
に
「
ご
あ
い
さ
つ
」

の
パ
ネ
ル
、
そ
の
横
に
大
型
パ
ネ
ル
を
掲
げ
、
さ
ら
に
大
型
展
示

ケ
ー
ス
の
左
右
に
中
型
の
パ
ネ
ル
二
枚
を
設
置
し
た
。
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「
ご
あ
い
さ
つ
」

　
「
ご
あ
い
さ
つ
」
の
文
面
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
パ
ネ
ル
本
文

は
横
書
き
）。

　

年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
平
成
24
年
度
の
企
画
展
と
し
て

「
燦
た
る
理
想
を
め
ざ
し
て
―
大
学
昇
格
90
周
年
記
念
展
―
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

本
学
は
、
明
治
19
年
（
1
8
8
6
）
11
月
4
日
に
大
阪
西
区

京
町
堀
の
願
宗
寺
で
西
日
本
唯
一
の
法
律
学
校
で
あ
る
関
西
法

律
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
大
正
11
年
（
1
9
2
2
）

6
月
5
日
に
は
大
学
令
に
よ
る
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
昇
格
か
ら
今
年
は
ち
ょ
う
ど
90
年
を
数
え
ま
す
。

　

大
正
7
年
（
1
9
1
8
）
に
公
布
さ
れ
た
大
学
令
は
、
私
立

大
学
に
も
帝
国
大
学
と
同
等
の
資
格
を
認
め
る
法
令
で
あ
り
、

当
時
の
本
学
首
脳
陣
は
そ
の
基
準
を
み
た
す
た
め
、
北
摂
の
千

里
山
に
広
大
な
敷
地
を
求
め
、
学
舎
を
建
設
し
、
教
育
施
設
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
大
学
昇
格
に
い
た
る
経
緯
や
当
時
の

様
子
、
昇
格
を
契
機
に
作
ら
れ
た
「
学
歌
」
や
「
学
報
」
な
ど

に
つ
い
て
、
パ
ネ
ル
や
写
真
で
解
説
す
る
と
と
も
に
、
ゆ
か
り

の
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
学
内
外
の
建
物
や
風
景
か

ら
8
つ
を
選
び
、
大
学
昇
格
の
こ
ろ
と
現
在
の
景
観
を
対
比
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
見
比
べ
て
、
90
年
前
に
想
い
を
は
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ち
な
み
に
、
本
企
画
展
の
タ
イ
ト

ル
「
燦
た
る
理
想
を
め
ざ
し
て
」
は
学
歌
の
歌
詞
の
一
節
か
ら

「ごあいさつ」のパネル
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と
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
開
催
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
各
位
に
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

大
型
パ
ネ
ル
「
大
学
昇
格
と
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」

　

大
型
パ
ネ
ル
に
は
「
大
学
昇
格
と
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
、
五
つ
の
項
目
に
分
け
て
写
真
と
次
の
よ
う

な
解
説
文
で
当
時
の
状
況
を
概
観
し
た
（
パ
ネ
ル
本
文
は
縦
書
き
）。

1
・
昇
格
の
機
運

　

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
十
一
月
四
日
、
大
阪
西
区
京
町

堀
の
願
宗
寺
で
創
立
し
た
関
西
法
律
学
校
は
、
明
治
三
十
六
年

（
一
九
〇
三
）
に
初
め
て
自
前
の
校
舎
を
西
区
の
江
戸
堀
に
建

て
、
そ
の
三
年
後
に
は
北
区
の
福
島
に
新
た
な
学
舎
を
建
設
し

た
。
こ
の
時
点
で
本
学
は
、
す
で
に
「
関
西
大
学
」
の
名
称
を

使
用
し
て
い
た
が
、
法
律
的
に
は
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
大
学

で
あ
っ
た
。

　

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
二
月
六
日
、
文
部
省
は
大
学
令

を
公
布
し
、
帝
国
大
学
以
外
の
公
私
立
大
学
に
対
し
て
も
同
等

の
資
格
を
認
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
が
、
本
学
は
福
島
学
舎
を

建
設
し
た
こ
ろ
か
ら
、
近
く
大
学
令
が
公
布
さ
れ
る
と
い
う
予

想
の
も
と
、
施
設
の
整
備
と
充
実
に
努
め
て
い
た
。

　

大
学
令
に
よ
る
大
学
へ
の
昇
格
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、

社
団
法
人
か
ら
財
団
法
人
へ
の
組
織
変
更
と
と
も
に
、
広
大
な

校
地
や
学
舎
な
ど
、
教
育
施
設
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
拡
張
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
新
校
地
探
し
を
続
け

た
結
果
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
四
月
に
大
阪
府
三
島
郡
千

里
村
の
土
地
一
万
五
千
坪
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
写
真
】 

大
正
十
年
こ
ろ
の
関
西
大
学
建
設
予
定
地
（
中
央
に
白

く
見
え
る
の
は
電
車
の
軌
道
）

2
・
昇
格
の
実
現

　

大
学
昇
格
の
た
め
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ
た
。
法

学
部
と
商
学
部
の
二
学
部
設
置
を
計
画
し
て
い
た
本
学
の
場
合
、

文
部
省
へ
納
め
る
供
託
金
は
六
十
万
円
に
の
ぼ
り
、
そ
の
資
金

を
調
達
す
る
た
め
、
大
阪
財
界
の
巨
頭
、
山
岡
順
太
郎
（
数
々

の
大
企
業
の
社
長
や
重
役
、
さ
ら
に
は
大
阪
商
業
会
議
所
の
会

頭
も
務
め
る
）
を
会
長
と
す
る
関
西
大
学
教
育
拡
張
後
援
会
を
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設
置
し
、
実
業
界
の
援
助
を
仰
ぐ
べ
く
積
極
的
な
募
金
活
動
を

展
開
し
た
。

　

大
学
設
立
認
可
申
請
書
は
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
二
月
五

日
付
で
文
部
省
に
提
出
さ
れ
、
予
科
校
舎
の
建
築
工
事
も
同
年

七
月
に
始
ま
っ
た
。

　

千
里
山
学
舎
で
初
め
て
の
建
物
と
な
る
予
科
校
舎
が
翌
大
正

十
一
年
（
一
九
二
二
）
四
月
下
旬
に
完
成
し
て
間
も
な
い
六
月

五
日
、
本
学
は
つ
い
に
悲
願
で
あ
る
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
。

こ
れ
で
名
実
と
も
に
真
の
大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
写
真
】 

大
学
昇
格
と
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
に
尽
力
し
た

山
岡
順
太
郎
総
理
事

3
・
学
の
実
化
（
じ
つ
げ
）

　

山
岡
総
理
事
（
の
ち
に
学
長
も
兼
務
）
は
、
新
し
い
大
学
の

指
導
理
念
と
し
て
「
学
の
実
化
（
じ
つ
げ
）」
を
提
唱
し
た
。
①

学
理
と
実
際
と
の
調
和　

②
国
際
的
精
神
の
涵
養　

③
外
国
語

学
習
の
必
要　

④
体
育
の
奨
励
の
四
つ
か
ら
な
る
こ
の
理
念
は
、

そ
の
後
、
本
学
の
学
是
と
し
て
定
着
す
る
。

　

大
学
昇
格
を
果
た
し
た
新
生
の
い
ぶ
き
を
強
く
感
じ
さ
せ
た

大型パネル「大学昇格と千里山キャンパス」
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の
は
「
学
の
実
化
」
講
座
の
開
始
で
あ
っ
た
。
大
学
の
講
義
で

は
得
ら
れ
な
い
実
際
的
な
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
こ
の
講

座
の
目
的
で
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
五
月
か
ら
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）
十
一
月
ま
で
、
五
年
半
の
間
に
三
十
三
回
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

ほ
か
に
も
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
一
月
の
皇
太
子
殿

下
御
成
婚
を
記
念
し
て
、
同
月
二
十
六
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

多
彩
な
行
事
を
繰
り
広
げ
た
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
」
や
、
学
外
の
社
会
人
を
対
象
に
し
た
夏
期
語
学
講
習
会
な

ど
、「
学
理
と
実
際
と
の
調
和
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
大
学
教
育
に

新
機
軸
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
催
し
が
次
々
と
実
施
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

【
写
真
】 

第
一
回
「
学
の
実
化
」
講
座
で
講
演
す
る
ポ
ー
ル
・
ク

ロ
ー
デ
ル
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
（
大
正
十
一
年
五
月
）

【
写
真
】
第
一
回
夏
期
語
学
講
習
会
（
仏
語
科
）
の
参
加
者

4
・
施
設
の
充
実

　

山
岡
総
理
事
は
教
授
陣
の
充
実
や
海
外
派
遣
留
学
生
制
度
の

確
立
な
ど
に
力
を
注
い
だ
が
、
そ
の
一
方
で
体
育
を
奨
励
す
る

た
め
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
相
撲
道
場
な
ど
の
運
動
施
設
も
充

実
さ
せ
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
、
半
円
形
ス
タ
ン
ド
を
有
し
、

当
時
「
東
洋
一
」
と
称
さ
れ
た
大
運
動
場
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
率
先
し
て
私
財
を
投
じ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
二
十
三
、
二
十
四
両
日
に

は
、
こ
の
大
運
動
場
の
完
成
を
契
機
と
し
て
、
創
立
四
十
周
年

と
昇
格
記
念
式
を
兼
ね
た
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
多
数
の
観

客
を
集
め
た
大
学
祭
は
そ
の
後
も
毎
年
行
わ
れ
、
大
阪
名
物
の

一
つ
に
ま
で
な
っ
た
。

【
写
真
】
第
一
回
大
学
祭
入
口
ア
ー
チ
（
現
在
の
正
門
付
近
）

【
写
真
】 

第
一
回
大
学
祭
の
開
催
を
報
じ
る
大
正
十
五
年
十
月

二
十
三
日
付
朝
日
新
聞

5
・
学
生
た
ち
の
活
躍

　

こ
の
よ
う
な
施
設
面
で
の
充
実
が
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期

に
お
け
る
課
外
活
動
で
の
華
々
し
い
活
躍
へ
と
結
び
つ
い
て
い

く
。
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
ま
ず
関
西
大
学
の
名
を
高
め
た
の
は

相
撲
部
で
あ
る
。
大
正
末
期
に
は
福
井
清
吉
（
第
三
代
）
や
竹

田
繁
七
（
第
五
代
）
ら
の
学
生
横
綱
を
輩
出
し
て
黄
金
時
代
を
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築
い
た
。

　

ま
た
、
相
次
い
で
海
外
遠
征
が
行
わ
れ
た
の
も
、
こ
の
時
期

の
特
徴
で
あ
る
。
他
に
先
駆
け
て
海
外
（
上
海
）
へ
遠
征
し
た

の
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

野
球
部
の
海
外
遠
征
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
夏
か
ら

始
ま
る
。
朝
鮮
各
地
を
転
戦
し
て
好
成
績
を
残
し
た
。
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）
に
は
満
州
（
中
国
東
北
地
区
）、
翌
五
年
（
一

九
三
〇
）
に
は
ア
メ
リ
カ
遠
征
、
八
年
（
一
九
三
三
）
と
十
一

年
（
一
九
三
六
）
に
は
二
度
に
わ
た
っ
て
ハ
ワ
イ
遠
征
を
行
い
、

関
大
野
球
部
の
実
力
を
強
く
印
象
づ
け
た
。

　

大
運
動
場
で
の
練
習
成
果
を
最
も
大
き
く
発
揮
し
た
の
は
陸

上
部
で
あ
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
に
は
大
島
鎌
吉
（
三
段
跳
び
）
と
長
尾
三
郎
（
槍
投
げ
）
が

出
場
し
、
大
島
は
三
位
と
な
っ
て
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
ベ
ル
リ
ン
五
輪
に
は
大
島
、
長
尾
、

谷
口
睦
生
、
福
田
時
雄
、
戸
上
研
之
、
古
田
康
治
の
六
選
手
が

出
場
し
て
い
る
。
日
本
記
録
だ
け
で
な
く
、
世
界
記
録
保
持
者

が
綺
羅
星
の
ご
と
く
存
在
す
る
陸
上
部
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
運
動
部
だ
け
で
な
く
、
文
化
部
の
活
動
も
盛
ん
で
あ

っ
た
。
弁
論
部
は
夏
休
み
ご
と
に
地
方
遊
説
を
行
っ
て
「
雄
弁

関
大
」
の
名
を
広
め
た
。
ほ
か
に
も
数
多
く
の
文
化
部
が
多
彩

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
千
里
山
の
豊
か
な
自

然
を
舞
台
に
し
て
、
の
び
の
び
と
し
た
学
生
生
活
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
時
に
は
厳
し
い
時
代
も
経
験
し
た
が
、
大
学
に
昇

格
し
て
九
十
年
の
月
日
が
流
れ
た
今
も
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
展
開
さ
れ
、
学

生
た
ち
が
自
由
を
謳
歌
し
て
い
る
。

【
写
真
】 

大
正
十
五
年
、 

第
五
代
学
生
横
綱
に
な
り
、
提
灯
行

列
を
す
る
竹
田
繁
七

【
写
真
】 

朝
鮮
に
遠
征
し
た
野
球
部
（
大
正
十
五
年
、
ソ
ウ
ル
駅

前
）

【
写
真
】 

ロ
ス
五
輪
の
三
段
跳
び
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
大
島

鎌
吉
選
手

【
写
真
】
大
正
十
四
年
の
雄
弁
大
会



23　関西大学年史紀要　22

中
型
パ
ネ
ル 「
長
き
歴
史　
〈
関
西
大
学
学
歌
〉」
と

「
大
学　

学
生　

校
友
間
の
絆
〈
学
報
〉」

　

大
学
昇
格
を
契
機
と
し
て
新
し
く
誕
生
し
た
も
の
に
学
歌
と
学

報
が
あ
る
。
展
示
ケ
ー
ス
の
両
サ
イ
ド
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
説

し
た
中
型
パ
ネ
ル
を
掲
げ
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
に
伴
っ

た
新
生
の
息
吹
を
紹
介
し
た
。

　
「
長
き
歴
史　
〈
関
西
大
学
学
歌
〉」
の
解
説
文
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
パ
ネ
ル
で
は
、
解
説
文
の
下
に
作
曲
者
・
山
田
耕
筰
と
作

詞
者
・
服
部
嘉
香
の
写
真
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
あ
わ
せ
て
入
れ
て

画
面
を
構
成
し
た
（
本
文
は
縦
書
き
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
文
は
横
書

き
）。

　
「
自
然
の
秀
麗　

人
の
親
和
」
で
始
ま
る
「
関
西
大
学
学
歌
」

は
、
今
か
ら
九
十
年
前
の
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
九
月
、

大
学
に
昇
格
し
て
ほ
ど
な
く
制
定
さ
れ
た
。

　

校
歌
は
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
新
た
に

総
理
事
と
な
っ
た
山
岡
順
太
郎
の
強
い
意
向
を
受
け
て
、
新
時

代
の
到
来
を
象
徴
す
る
「
大
学
の
歌
」
が
待
望
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
従
来
の
「
校
歌
」
と
い
う
呼
び
方
を
「
学
歌
」
と
改
め
た

の
も
、
そ
う
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
作
詞
は
関
西
大
学
教

授
の
服
部
嘉
香
、
作
曲
は
音
楽
界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
い
た

山
田
耕
筰
に
依
頼
さ
れ
た
。

　

学
歌
の
作
詞
に
あ
た
っ
て
本
学
首
脳
陣
は
「
真
理
の
討
究
」

と
「
人
格
の
陶
冶
」
を
軸
と
し
、「
学
問
の
実
際
化
」「
自
由
の

訓
練
」「
自
治
の
発
揮
」
な
ど
の
文
言
を
織
り
込
む
よ
う
要
望
し中型パネル「長き歴史　〈関西大学学歌〉」
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た
。
さ
ら
に
、
ひ
と
ま
ず
完
成
し
た
歌
詞
に
対
し
て
も
、
服
部

と
山
岡
総
理
事
、
宮
島
綱
男
専
務
理
事
の
三
人
が
、
前
後
三
回

に
わ
た
っ
て
推
敲
を
重
ね
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
学
歌
完
成
後
、
作
曲
者
の
山
田
耕
筰
は
歌
唱
指
導
と

講
演
、
さ
ら
に
レ
コ
ー
ド
制
作
の
た
め
、
三
度
本
学
を
訪
れ
て

い
る
。
特
に
レ
コ
ー
ド
制
作
の
際
に
は
、
声
楽
に
適
合
す
る
よ

う
第
二
節
の
「
学
の
実
化
」
を
「
じ
つ
げ
」
と
発
声
す
る
こ
と

や
、
第
三
節
に
あ
っ
た
「
自
由
の
訓
練　

自
治
の
発
揮
」
と
い

う
歌
詞
を
「
自
由
の
尊
重　

自
治
の
訓
練
」
と
改
め
て
い
る
。

　

山
田
耕
筰
に
よ
る
ニ
長
調
の
メ
ロ
デ
ィ
は
、
理
想
に
向
か
っ

て
進
む
学
生
の
意
気
を
力
強
く
歌
い
上
げ
る
と
と
も
に
、
荘
重

に
し
て
高
い
格
調
に
よ
り
、
今
後
も
関
西
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
ソ

ン
グ
と
し
て
永
く
歌
い
継
が
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

【
写
真
】
山
田
耕
筰

　

明
治
19
年
（
1
8
8
6
）
〜
昭
和
40
年
（
1
9
6
5
）

　

東
京
音
楽
学
校
声
楽
科
（
現
在
の
東
京
芸
術
大
学
）
を
卒
業

し
、
日
本
語
の
抑
揚
を
活
か
し
た
メ
ロ
デ
ィ
で
数
多
の
作
品
を

残
し
た
。
西
洋
音
楽
の
普
及
に
も
努
め
「
か
ら
た
ち
の
花
」「
あ

か
と
ん
ぼ
」「
ペ
チ
カ
」
な
ど
の
童
謡
を
は
じ
め
、
多
く
の
楽
曲

が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

【
写
真
】
服
部
嘉
香

　

明
治
19
年
（
1
8
8
6
）
〜
昭
和
50
年
（
1
9
7
5
）

　

早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業
し
、
早
稲
田
大
学
講
師
を
経
て
、

大
正
10
年
（
1
9
2
1
）
か
ら
大
正
14
年
（
1
9
2
5
）
ま
で

関
西
大
学
に
奉
職
す
る
。
文
学
者
で
あ
り
、
創
作
活
動
も
し
て

お
り
、
豊
か
な
学
殖
を
も
と
に
学
歌
を
作
詞
し
た
。
正
岡
子
規

の
遠
縁
に
あ
た
る
。

　

も
う
一
点
の
中
型
パ
ネ
ル
「
大
学　

学
生　

校
友
間
の
絆
〈
学

報
〉」
の
解
説
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
解
説
文
の
下
に
は
転
換

点
を
迎
え
た
時
の
「
学
報
」
各
号
の
表
紙
を
写
真
で
入
れ
た
（
本

文
は
縦
書
き
）。

　
「
学
報
」
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
五
日
の
大
学
昇

格
を
記
念
す
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
八
月
と
十
二

月
を
除
い
て
年
十
回
、
定
期
的
に
発
行
さ
れ
た
。
昭
和
四
年
（
一
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九
二
九
）
六
月
発
行
の
七
十
号
ま
で
は
「
千
里
山
学
報
」
と
称

し
て
い
た
が
、
同
年
七
月
の
七
十
一
号
か
ら
「
関
西
大
学
学
報
」

と
改
め
ら
れ
た
。
改
称
の
き
っ
か
け
は
同
年
の
天
六
学
舎
新
築

で
あ
っ
た
。「
千
里
山
」
だ
と
学
部
と
予
科
だ
け
の
「
学
報
」
で

は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

当
初
「
学
報
」
は
、
大
学
と
校
友
、
学
生
間
の
情
報
連
絡
誌

的
意
味
あ
い
が
強
く
、
副
次
的
に
学
説
や
研
究
論
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
そ
し
て
次
第
に
研
究
誌
と
し
て
の
役
割
が
強
く
な

っ
た
が
、
別
の
研
究
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
再
び

校
友
間
や
学
内
情
報
連
絡
誌
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
戦
時
色
が
濃
く
な
り
、
大
学
規
模
の
縮
小

や
用
紙
統
制
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

三
月
に
は
休
刊
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

戦
後
、
大
学
制
度
改
革
に
伴
う
新
制
大
学
へ
の
移
行
に
向
け

て
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
「
学
報
」
は
復
刊
さ
れ
、

特
に
十
二
月
発
行
の
第
二
二
六
号
「
関
大
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
特
集

号
」
は
戦
後
の
荒
廃
し
た
学
生
た
ち
の
心
に
勇
気
と
希
望
を
与

え
る
も
の
と
な
り
、
以
後
「
学
報
」
は
再
び
大
学
、
学
生
、
校

友
間
の
連
絡
機
関
誌
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
校
友
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
六
五
）
五
月
か
ら
発
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
校
友
会
の
機
関
紙
「
関
大
」
が
担
う
よ
う
に
な
り
、

学
内
の
情
報
は
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
四
月
か
ら
発
行

さ
れ
た
「
関
西
大
学
廣
報
」
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

学
園
紛
争
期
に
入
り
、
昭
和
三
十
六
年
以
来
、
不
定
期
刊
行

中型パネル「大学　学生　校友間の絆〈学報〉」
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で
あ
っ
た
「
学
報
」
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月
発

行
の
第
三
五
〇
号
を
も
っ
て
、
つ
い
に
四
十
六
年
に
及
ぶ
歴
史

の
幕
を
閉
じ
た
。
翌
昭
和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
六
月
か
ら

広
報
委
員
会
が
編
集
し
て
発
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
関
西
大

学
通
信
」
が
学
生
に
対
す
る
情
報
紙
の
役
割
を
受
け
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

　

関
西
大
学
の
機
関
誌
は
、
戦
争
、
学
園
紛
争
と
い
う
二
つ
の

激
動
期
を
乗
り
越
え
、
姿
を
変
え
な
が
ら
、
九
十
年
前
の
大
学

昇
格
時
か
ら
連
綿
と
そ
の
歴
史
を
紡
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

【
写
真
】「
千
里
山
学
報
」
創
刊
号

【
写
真
】「
関
西
大
学
学
報
」
第
七
一
号

【
写
真
】「
関
西
大
学
学
報
」
第
二
二
六
号

【
写
真
】「
関
西
大
学
通
信
」
第
一
号

　

さ
ら
に
、
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
の
一
人
で
あ
る
山
野
博
史
法

学
部
教
授
か
ら
「
全
国
高
級
学
校
所
在
地
図
」
の
提
供
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
地
図
は
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
1
月
1

日
に
発
行
さ
れ
た
『
中
學
上
級
生
』（
第
2
巻
第
1
号
）
と
い
う
雑

誌
の
付
録
で
、
こ
の
時
点
で
存
在
す
る
（
一
部
予
定
も
含
む
）
全

国
の
大
学
や
旧
制
高
校
、
専
門
学
校
な
ど
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
地
図
か
ら
は
当
時
、
大
阪
で
高
級
学
校
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
私
立
大
学
は
本
学
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の

点
で
も
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
パ
ネ
ル
に
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
以
下
の
よ
う
な
解
説
を
つ
け
た
。

全
国
高
級
学
校
所
在
地
図

　

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
1
月
1
日
発
行
、『
中
學
上
級
生
』

（
第
2
巻
第
1
号
）
と
い
う
雑
誌
の
付
録
で
あ
る
。
立
案
・
編
集

者
で
あ
る
出
口　

競
が
「
本
地
圖
は
、
少
く
も
日
本
に
於
て
は

最
初
の
も
の
で
あ
る
。
一
般
の
刊
行
物
と
し
て
無
い
は
勿
論
、

雑
誌
の
附
録
と
し
て
添
附
す
る
が
如
き
は
、
正
に
破
天
荒
の
企

て
と
言
は
ね
ば
な
る
ま
い
」
と
略
説
で
し
る
す
よ
う
に
、
こ
の

時
点
で
存
在
す
る
（
一
部
予
定
も
含
む
）
全
国
の
大
学
、
旧
制

高
校
、
専
門
学
校
な
ど
を
網
羅
し
た
貴
重
な
地
図
で
あ
る
。

　

同
誌
は
、
さ
ら
に
上
級
の
学
校
へ
の
進
学
を
志
す
旧
制
中
学

生
を
主
な
読
者
と
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
学
校
が

各
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
教
育
行
政
の
観
点
か

ら
見
て
も
興
趣
が
つ
き
な
い
。
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こ
の
地
図
は
、
関
西
大
学
が
大
学
令
に
基
づ
い
て
昇
格
し
た

直
後
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
阪
で
は
、
高
級
学
校

の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
私
立
大
学
は
、
本
学
だ
け
で
あ
っ
た
こ

と
が
こ
の
地
図
か
ら
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

 

提
供　

山
野
博
史
関
西
大
学
法
学
部
教
授

二　

写
真
展
示
台
の
パ
ネ
ル

　

耐
震
補
強
工
事
の
施
工
に
伴
い
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
写

真
展
示
用
の
台
が
二
基
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
四
面
ず
つ
、
あ
わ
せ

て
八
枚
の
写
真
パ
ネ
ル
を
掲
出
す
る
形
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
九
十
年
前
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開

設
さ
れ
た
当
初
の
写
真
と
、
同
じ
場
所
で
現
在
の
様
子
を
撮
影
し

た
写
真
を
上
下
に
並
べ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
今
昔
物
語
」
的
な
構
成

に
し
て
み
た
（
写
真
解
説
は
横
書
き
）。

《
写
真
パ
ネ
ル
1　

空
か
ら
見
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
》

【
写
真
】 

空
か
ら
見
た
昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）
こ
ろ
の
千
里
山

学
舎

　

空
か
ら
見
た
昭
和
4
年
（
1
9
2
9
）
こ
ろ
の
千
里
山
学
舎

で
あ
る
。
当
時
は
軍
事
的
理
由
か
ら
航
空
写
真
に
強
い
制
約
が

加
え
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
貴
重
な
写
真
と
言
え
る
。
キ

ャ
ン
パ
ス
中
央
に
は
大
正
15
年
（
1
9
2
6
）
に
完
成
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
そ
の
左
斜
め
上
に
大
学
本
館
と
図
書
館
が

見
え
る
。
道
を
は
さ
ん
で
コ
の
字
形
の
予
科
校
舎
が
あ
り
、
キ

「全國高級學校所在地圖」
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ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
は
民
家
も
少
な
く
、
学
歌
に
謳
わ
れ
て
い
る

「
自
然
の
秀
麗
」
そ
の
も
の
の
景
色
が
広
が
っ
て
い
た
。

【
写
真
】 
平
成
21
年
（
2
0
0
9
）
の
空
か
ら
見
た
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス

　

平
成
21
年
（
2
0
0
9
）
の
空
か
ら
見
た
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
で
あ
る
。
敷
地
面
積
は
約
35
万
㎡
（
11
万
坪
弱
）
で
、
大
学

昇
格
時
が
約
5
万
㎡
（
1
万
5
千
坪
弱
）、
だ
っ
た
こ
と
と
比
較

す
れ
ば
、
90
年
の
歳
月
を
経
て
キ
ャ
ン
パ
ス
は
約
7
倍
に
拡
大

し
た
こ
と
に
な
る
。

《
写
真
パ
ネ
ル
2　

大
学
本
館
か
ら
第
1
学
舎
へ
》

【
写
真
】
住
友
合
資
会
社
本
社

【
写
真
】
昭
和
2
年
に
完
成
し
た
「
大
学
本
館
」

　

大
学
本
館
は
、
北
浜
に
あ
っ
た
住
友
合
資
会
社
の
本
社
建
物

を
受
贈
し
て
移
築
し
た
。
竣
工
式
は
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）

6
月
に
昇
格
5
周
年
記
念
式
典
と
合
わ
せ
て
挙
行
さ
れ
た
。
四

半
世
紀
に
亘
っ
て
学
部
生
の
学
び
の
舎
で
あ
っ
た
大
学
本
館
は
、

昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）、
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
た
。

【
写
真
】
昭
和
30
年
か
ら
平
成
7
年
ま
で
の
第
1
学
舎
1
号
館

【
写
真
】 

平
成
8
年
に
完
成
し
た
「
第
1
学
舎
1
号
館
」
と
「
あ

す
か
の
庭
」

　

大
学
本
館
の
跡
に
は
、
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）、
大
学
創
立

70
周
年
を
記
念
し
、
法
文
学
舎
と
し
て
「
第
1
学
舎
1
号
館
」

が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
8
年
（
1
9
9
6
）
に
現
在

の
「
第
1
学
舎
1
号
館
」
と
「
飛
鳥
の
庭
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。

《
写
真
パ
ネ
ル
3　

大
学
図
書
館
の
移
り
変
わ
り
》

【
写
真
】
建
設
中
の
図
書
館

【
写
真
】
昭
和
3
年
に
完
成
し
た
「
大
学
図
書
館
」

　

昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
6
月
に
建
設
工
事
が
始
ま
り
、
翌

3
年
（
1
9
2
8
）
4
月
に
竣
成
し
た
大
学
図
書
館
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
で
、
図
書
館
部
分
は
3
階
建
、
書
庫

は
5
階
建
で
あ
っ
た
。
高
い
天
井
や
随
所
に
施
さ
れ
た
意
匠
な

ど
が
、
昭
和
初
期
の
建
物
ら
し
い
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

【
写
真
】
現
在
の
「
簡
文
館
」
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写真パネル 1
空から見た千里山キャンパス

写真パネル 2
大学本館から第 1学舎へ

写真パネル 3
大学図書館の移り変わり

写真パネル 4
予科校舎
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図
書
館
は
、
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
に
大
幅
な
増
築
が
行

わ
れ
、
の
ち
に
文
化
勲
章
を
受
章
す
る
建
築
家
・
村
野
藤
吾
の

設
計
に
よ
る
円
形
部
分
が
付
け
加
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
60

年
（
1
9
8
5
）
2
月
の
総
合
図
書
館
完
成
に
伴
っ
て
移
転
。

平
成
6
年
（
1
9
9
4
）
に
は
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の

建
物
は
、
平
成
19
年
（
2
0
0
7
）
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財

と
な
り
、
博
物
館
や
年
史
資
料
展
示
室
な
ど
の
施
設
と
し
て
現

在
に
至
る
。

《
写
真
パ
ネ
ル
4　

予
科
校
舎
》

【
写
真
】
予
科
校
舎
見
取
り
図

【
写
真
】
大
正
11
年
に
完
成
し
た
「
予
科
校
舎
」

　

大
正
11
年
（
1
9
2
2
）
4
月
下
旬
に
完
成
し
た
木
造
2
階

建
の
予
科
校
舎
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
最
初
に
建
て
ら
れ

た
校
舎
で
あ
る
。
同
年
5
月
1
日
に
始
業
式
を
挙
行
、
予
科
新

校
舎
で
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
建
物
は
昭
和

9
年
（
1
9
3
4
）
12
月
、
火
災
に
よ
り
全
焼
し
た
。

【
写
真
】 

大
学
本
館
の
八
角
ド
ー
ム
の
デ
ザ
イ
ン
を
受
け
継
い
で

予
科
校
舎
の
場
所
に
建
つ
「
以
文
館
」

　

予
科
校
舎
が
あ
っ
た
場
所
に
は
現
在
、
法
科
大
学
院
等
の
建

物
で
あ
る
以
文
館
が
建
っ
て
い
る
。
両
脇
に
あ
る
八
角
ド
ー
ム

は
、
昭
和
2
年
（
1
9
2
7
）
か
ら
同
29
年
（
1
9
5
4
）
ま

で
存
在
し
た
大
学
本
館
の
シ
ン
ボ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
る
。

《
写
真
パ
ネ
ル
5　

大
学
正
門
》

【
写
真
】
大
学
昇
格
時
の
正
門

【
写
真
】
現
在
の
15
号
門

　

大
学
昇
格
時
か
ら
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
の
間
、
大
学
の
正
門

は
現
在
の
以
文
館
の
西
側
、
法
文
学
舎
へ
と
通
じ
る
道
の
途
中

に
あ
っ
た
。
現
在
も
大
学
の
門
と
し
て
学
内
の
出
入
り
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。

【
写
真
】
昭
和
27
年
に
完
成
し
た
大
学
正
門

【
写
真
】
現
在
の
大
学
正
門

　

大
学
の
正
門
は
昭
和
27
年
（
1
9
5
2
）
2
月
に
現
在
の
場

所
へ
と
移
っ
た
。
重
厚
な
門
扉
や
守
衛
室
等
を
設
置
し
、
新
制



31　関西大学年史紀要　22

写真パネル 5
大学正門

写真パネル 6
クラブハウスから以文館へ

写真パネル 7
大運動場

写真パネル 8
大学駅前と大学前通り
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大
学
に
ふ
さ
わ
し
い
正
門
と
な
り
、
周
囲
の
景
色
を
大
き
く
一

新
さ
せ
た
。
さ
ら
に
平
成
8
年
（
1
9
9
6
）、
新
関
西
大
学
会

館
北
棟
と
南
棟
の
建
設
に
伴
い
、
正
門
付
近
も
大
幅
に
改
修
さ

れ
、
総
合
大
学
の
正
門
と
し
て
、
堂
々
た
る
景
観
へ
と
姿
を
変

え
た
。

《
写
真
パ
ネ
ル
6　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
か
ら
以
文
館
へ
》

【
写
真
】
建
設
中
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

【
写
真
】
大
運
動
場
開
場
式
当
日
（
大
正
15
年
10
月
23
日
）

　

大
正
15
年
（
1
9
2
6
）
10
月
に
落
成
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

は
、
木
造
瓦
葺
2
階
建
の
瀟
洒
な
建
物
で
、
地
下
室
を
含
め
て

総
坪
数
1
5
0
坪
（
5
0
0
㎡
弱
）、
応
接
室
や
歓
迎
室
、
読
書

室
な
ど
、
11
の
部
屋
を
有
し
、
学
生
の
集
会
な
ど
に
使
用
さ
れ

た
。

【
写
真
】
上
の
写
真
と
同
じ
ア
ン
グ
ル
で
撮
っ
た
現
在
の
景
観

　

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
外
観
を
そ
の
ま
ま
に
、
一
部
改
修
し
な
が

ら
、
平
成
14
年
（
2
0
0
2
）
ま
で
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
と
し

て
学
生
、
教
職
員
の
診
察
、
治
療
に
活
用
さ
れ
た
。
平
成
15
年

（
2
0
0
3
）、
法
科
大
学
院
棟
で
あ
る
以
文
館
の
建
設
に
伴
っ

て
取
り
壊
さ
れ
た
。

《
写
真
パ
ネ
ル
7　

大
運
動
場
》

【
写
真
】
造
成
中
の
大
運
動
場

【
写
真
】 

左
か
ら
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
予
科
校
舎
、
大
学
本
館
、
図

書
館
を
一
望
す
る
大
運
動
場

　

大
学
に
と
っ
て
、
運
動
場
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設

で
あ
る
。
そ
の
大
運
動
場
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
時
の
総
理
事

で
あ
っ
た
山
岡
順
太
郎
は
2
万
5
0
0
0
円
の
巨
費
を
寄
付
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
4
0
0
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
と
13
段
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
ス
タ
ン
ド
（
6
0
0
0
人
収
容
）
を
有
し
、
大
正

15
年
（
1
9
2
9
）
に
完
成
し
た
大
運
動
場
は
、
当
時
東
洋
一

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
称
さ
れ
た
。
の
ち
に
こ
の 

大
運
動
場
は
「
第

1
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
写
真
】 

以
文
館
や
尚
文
館
（
大
学
院
棟
）
な
ど
が
建
つ
現
在
の

景
観

　
「
第
1
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
南
半
分
は
、
昭
和
60
年
（
1
9
8
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5
）、
日
本
の
大
学
図
書
館
と
し
て
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
設
備
と

規
模
を
誇
る
総
合
図
書
館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に

平
成
12
年
（
2
0
0
0
）
に
は
北
側
部
分
に
大
学
院
棟
で
あ
る

「
尚
文
館
」
が
建
て
ら
れ
た
。

《
写
真
パ
ネ
ル
8　

大
学
前
駅
と
大
学
前
通
り
》

【
写
真
】
大
学
前
駅
か
ら
周
辺
を
臨
む

【
写
真
】
現
在
の
関
大
前
駅
（
千
里
山
方
向
を
臨
む
）

　

上
左
は
大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
こ
ろ
の
「
大
学
前
駅
」
で

あ
る
。
大
正
10
年
（
1
9
2
1
）、
北
大
阪
電
気
鉄
道
（
現
在
の

阪
急
電
鉄
千
里
線
）
が
豊
津
駅
か
ら
千
里
山
駅
ま
で
延
び
「
花

壇
前
駅
」
が
、
翌
年
に
は
「
大
学
前
駅
」
が
開
業
す
る
。「
花
壇

前
駅
」
は
開
業
以
来
、
何
度
も
駅
名
を
変
更
し
、
昭
和
39
年
（
1

9
6
4
）
に
「
大
学
前
駅
」
と
統
合
し
て
現
在
の
「
関
大
前
駅
」

が
開
業
し
た
。

【
写
真
】 

果
樹
が
植
え
ら
れ
、
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
る
大
正
10

年
こ
ろ
の
大
学
前
通
り

【
写
真
】
現
在
の
大
学
前
通
り

　

上
左
は
大
正
10
年
（
1
9
2
1
）
こ
ろ
の
大
学
前
通
り
で
あ

る
。
正
門
へ
と
通
じ
る
道
の
ま
わ
り
に
は
、
桃
や
柿
な
ど
の
果

樹
園
が
広
が
っ
て
い
た
。
現
在
は
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
ー
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
立
ち
並
び
、
に
ぎ
や
か

な
学
生
街
と
な
っ
て
い
る
。

三　

現
物
展
示

　

大
型
展
示
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
大
型
パ
ネ
ル
の
解
説
に
沿
っ
た

形
で
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
現
物
資
料
を
展
示
し

た
。

　

大
学
昇
格
直
後
の
新
し
い
展
開
で
あ
る
「
学
の
実
化
」
講
座
に

関
連
し
、
講
師
と
し
て
来
学
し
た
犬
養　

毅
が
芳
名
録
に
残
し
た

揮
毫
。

　
「
大
學
設
立
認
可
申
請
書
」
と
「
大
學
令
ニ
據
ル　

關
西
大
學
學

則
」。

　

学
歌
に
関
連
し
て
、
昭
和
初
期
の
蓄
音
機
と
学
歌
・
応
援
歌
の

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
。

　

学
歌
の
作
詞
者
で
あ
る
服
部
嘉
香
が
作
詞
し
、
藤
井
清
水
が
作

曲
、
竹
久
夢
二
が
表
紙
の
絵
を
描
い
た
セ
ノ
ウ
楽
譜
「
雨
の
泣
く
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日
は
」。

　

さ
ら
に
第
五
代
学
生
横
綱
と
な
っ
た
竹
田
繁
七
が
、
約
四
十
年

後
に
西
日
本
学
生
相
撲
連
盟
か
ら
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
た
「
練

絹
の
横
綱
ミ
ニ
チ
ュ
ア
」
な
ど
で
あ
る
。
解
説
文
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
（
記
述
は
横
書
き
）。

犬
養　

毅
の
揮
毫

　

大
正
12
年
（
1
9
2
3
）
4
月
29
日
、
第
13
回
「
学
の
実
化
」

講
座
の
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
犬
養　

毅
（
当
時
逓
信
大
臣
、

の
ち
総
理
大
臣
）
は
「
確
固
不
動
の
信
念
を
樹
立
せ
よ
」
と
い

う
演
題
で
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
来
学
記
念
と
し
て
「
畏

る
る
所　

無
し
」
と
し
る
し
た
の
が
、
こ
の
芳
名
録
で
あ
る
。

　

来
学
か
ら
9
年
後
の
昭
和
7
年
（
1
9
3
2
）
5
月
15
日
、

総
理
公
邸
に
乱
入
し
た
海
軍
の
青
年
将
校
と
陸
軍
士
官
候
補
生

ら
の
凶
弾
に
倒
れ
た
。
享
年
77
歳
。
世
に
言
う
5
・
15
事
件
で

あ
る
。

「
大
學
設
立
認
可
申
請
書
」
と
「
大
學
令
ニ
據
ル　

關
西
大

學
學
則
」

　

右
は
、
大
正
10
年
（
1
9
2
1
）
2
月
、
文
部
省
に
提
出
さ

れ
た
申
請
書
で
あ
る
。
認
可
さ
れ
る
ま
で
に
1
年
4
ヵ
月
を
要

し
た
。

　

左
は
、
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
翌
年
の
大
正
12
年
（
1
9
2

3
）
2
月
に
発
行
さ
れ
た
「
学
則
」
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
「
学

則
」
と
異
な
り
、
表
紙
に
「
大
学
令
ニ
拠
ル
」
と
特
記
さ
れ
て

い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
「
学
則
」
の
表
紙
裏
に
は
文
部
省
か
ら
届
い
た
認
可
書

の
写
し
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
認
可
書
の
現
物
が
残
っ
て
い
な

い
今
で
は
、
こ
れ
が
大
学
昇
格
を
証
明
す
る
拠
り
所
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。

昭
和
初
期
の
蓄
音
機

　

蓄
音
機
本
体
右
側
に
差
し
込
ん
だ
ク
ラ
ン
ク
棒
で
巻
い
た
バ

ネ
の
力
に
よ
り
レ
コ
ー
ド
盤
を
回
転
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
本
体
に
は
、
一
定
時
間
ご
と
に
交
換
す
る
レ
コ
ー
ド
針
入

れ
も
つ
い
て
い
る
。



35　関西大学年史紀要　22

　

寄
贈
者
の
父
上
が
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）
に
購
入
し
た
も

の
と
い
う
。 

寄
贈　

中
嶋
英
文
氏
（
サ
ヌ
キ
蓄
音
機
愛
好
会
）

学
歌
・
応
援
歌
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

　

日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
蓄
音
機
株
式
会
社
が
発
売
し
た
関
西
大
学

学
歌
と
学
生
歌
を
収
め
た
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
と
歌
詞
カ
ー
ド
。

 

寄
贈　

中
嶋
英
文
氏
（
サ
ヌ
キ
蓄
音
機
愛
好
会
）

セ
ノ
ウ
楽
譜　
「
雨
の
泣
く
日
は
」

　

服
部
嘉
香
作
詞　

藤
井
清
水
作
曲　

竹
久
夢
二
画

　

服
部
嘉
香
と
藤
井
清
水
、
竹
久
夢
二
の
ト
リ
オ
が
作
っ
た
楽

譜
で
あ
る
。
レ
コ
ー
ド
が
普
及
す
る
前
、
楽
曲
と
歌
詞
は
楽
譜

と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
わ
せ

た
表
紙
を
挿
絵
画
家
が
描
い
た
。
竹
久
は
セ
ノ
ウ
楽
譜
集
の
挿

絵
を
2
8
0
枚
ほ
ど
描
い
て
い
る
。

　

藤
井
は
山
田
耕
筰
の
推
挙
で
作
曲
を
始
め
、
セ
ノ
ウ
楽
譜
か

ら
29
楽
譜
を
出
版
し
て
い
る
。
最
初
は
竹
久
の
詩
に
作
曲
し
て

い
た
が
、
の
ち
に
北
原
白
秋
や
野
口
雨
情
の
詩
を
好
ん
で
作
曲

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現物展示の様子
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関
西
大
学
学
歌
の
作
詞
者
で
あ
る
服
部
は
、
本
学
に
赴
任
す

る
前
か
ら
藤
井
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
流
行
歌
を
世
に
出
し
て
い

た
。
関
西
大
学
の
学
歌
も
、
当
初
は
服
部
と
藤
井
の
ペ
ア
で
作

ら
れ
た
が
、
残
念
な
が
ら
採
用
に
は
至
ら
ず
、
山
田
耕
筰
が
作

曲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

練
絹
の
横
綱
ミ
ニ
チ
ュ
ア

　

大
正
15
年
（
1
9
2
6
）、
第
5
代
学
生
横
綱
と
な
っ
た
竹
田

繁
七
が
、
昭
和
60
年
（
1
9
8
5
）
6
月
、
西
日
本
学
生
相
撲

連
盟
の
名
誉
会
長
に
就
任
し
た
と
き
に
贈
ら
れ
た
横
綱
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
と
感
謝
状

四　

燦
た
る
理
想
を
め
ざ
し
て

　

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
悲
願
の
昇
格
を
果
た
し
、
名
実

と
も
に
大
学
と
な
っ
た
本
学
は
、
爾
来
九
十
年
、
日
本
で
も
有
数

の
一
大
総
合
学
園
に
成
長
し
た
。

　

本
学
に
と
っ
て
、
大
学
昇
格
が
い
か
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ

と
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
毎
年
六
月
五
日
を
昇
格
記
念

日
と
し
て
、
本
学
独
自
の
休
日
に
し
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き

よ
う
。
ま
た
、
昇
格
直
後
、
と
き
の
総
理
事
・
山
岡
順
太
郎
が
提

唱
し
た
「
学
の
実
化
」
は
、
す
で
に
本
学
の
学
是
と
さ
れ
、
燦
た

る
未
来
に
向
か
っ
て
歩
む
べ
き
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

　

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
と
大
学
昇
格
は
、
関
西
大
学
の
歴

史
上
、
重
要
な
エ
ポ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
年
史
編
纂
室
は
、

学
生
を
は
じ
め
、
教
職
員
や
校
友
、
父
母
、
さ
ら
に
は
学
外
に
も

引
き
続
き
強
く
周
知
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
十
年
の

節
目
は
、
そ
の
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識
す
る
機
会
で
あ
っ
た
。

 

熊　

博
毅
（
く
ま　

ひ
ろ
き
・
学
術
情
報
事
務
局
次
長
）


